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要約 

人と動物の関係に関する研究は、人と動物の心的つながりや、動物からの恩恵など今日

までに様々行われている。特にコンパニオンアニマルからもたらされる恩恵は人と動物の

日常的な関係から生じると考えられている。適切な社会化、人との良い経験、身体的接触

は人と動物の関係の基礎であり、人と動物の情緒的つながりである絆の形成に寄与する。

社会性の高い犬と比較し、猫は単独行動をする動物であることから、人から自由気ままな

動物で、人に対して社交性がないという印象を受けている。しかし、近年人と猫の相互作

用に関する研究が発展し、猫も人に対する社交性があり、人と直接的に関わりをもつこと

が明らかとなってきた。例えば、大人は猫に話しかけ猫が近づいてくるのを待つが、子ど

もは積極的に猫に近づくため、猫は子どもよりも大人を好むことが示されており、人側の

関わり方により猫の行動が変化することが示されている。また、シェルターから猫を譲渡

された飼い主に猫を選んだ理由を調査した研究では、猫の活発で友好的な行動を理由に挙

げた飼い主が多く、猫の行動が飼い主の猫との関わりの起点となっていることが示唆され

ている。これらのことから猫との直接的な関わり方が人と猫の双方に影響し、関係性を変

化させていくことが考えられた。そして関わりの場面における両者の行動学的ならびに生

理学的な評価を得ることが、人と猫の関係の理解に重要と考えた。そこで本研究は人と猫

の日常的な関わり方、特に人が猫をなでるという行為に着目し、人が猫をなでることによ

る人と猫への影響を生理学的に明らかにすることを目的とした。 
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1章 日常的な人と猫の関わり方の調査と人から猫への愛着に関与する関わり方の抽出 

愛着は幼児と母親の間で形成される情緒的絆の起点であり、個体間の関係性の根本をな

す。人と猫においては、猫への愛着が高い飼い主は飼育放棄することが少ないことが報告

されており、人と猫の間においても愛着を介した絆が存在する可能性がある。このことか

ら、人と猫の両者の関係の評価として愛着に着目した。猫と飼い主の交流時間や交流内容

が、家族構成や飼育環境の違いにより異なることが明らかとなっているが、どのような日

常的な関わり方が猫への愛着に関係するかを明らかにした研究はない。第1章では猫の飼い

主と猫の日常的な関わり方の調査研究を行い、飼い主の猫に対する愛着に関与した関わり

方を明らかにすることを目的とした。猫の飼い主を対象にウェブにてアンケート調査を行

なった。調査項目は4部構成であり、第一部は年齢や性別などの猫に関する基本情報17問、

第二部は「猫に話しかけるか」、「猫は近づいてくるか」などの猫と飼い主の普段の関わ

り方についての21問、第三部は飼い主の猫に対する愛着34問、第四部は年齢や性別などの

飼い主自身の基本情報の10問の回答を得た。有効回答数は602部であり、最も多かった関わ

り方は飼い主が「猫に話しかけること」（97%）であり、次いで「猫は飼い主になでられる

ことが好き」（90%）であった。「飼い主が猫の要求を受け入れること」は61%、「猫とコ

マンドによる交流をする」は14%であった。「猫をなでる」と「猫の要求を受け入れる」は

飼い主の猫への愛着に強く関与していた。この他にも「交流時間」、「猫が飼い主の近く

にいる」、「コマンドによる交流」が愛着に関与しており、全て正の関連があった。 
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第2章 猫をなでることによる人のストレス緩衝作用 

第1章で明らかにした人の猫への愛着形成に関与する日常的な関わり方のうち、「猫をな

でる」に着目した。これまでの研究でペットをなでることを含んだ交流は、人の血圧と心

拍数の減少をもたらすことが報告されている。この効果が心疾患のリスクの軽減に寄与し

ていると示唆されており、心疾患リスクの軽減の要因としてストレスの緩衝作用が考えら

れる。このことから猫との「なでる」を介した交流が人のストレスを軽減させると仮説を

立てた。そこで第2章では、猫との交流が人のストレス負荷に与える生理的影響を調べた。 

心疾患と猫アレルギーのない大学生11名（男性8名、女性3名、平均年齢21.1±0.3歳）を対

象にした。11名のうち6名は供試猫と、5名は供試犬と普段から関わりがあった。実験の流

れは20分の安静（pre）ストレス負荷として暗算（MA）5分、猫との交流、犬との交流、交

流なしのいずれかを行う20分間の交流（Int）、15分安静（post）であった。3つの交流の順

序はランダムであり、全て異なる日に行なった。本研究室で飼育している猫と犬各1頭が実

験に参加した。人は唾液中コルチゾール濃度と心拍変動（HRV）、心理尺度（POMS2）、

猫と犬をなでた時間を評価指標とした。また、猫と犬の評価も行いHRVと人になでられた

時間を評価指標とした。HRV解析では時間領域解析を行いRR間隔であるRRI、自律神経全

体の指標であるSDNN、副交感神経活性の指標であるRMSSDを算出した。RRI、SDNN、

RMSSDはすべてpre、Int、post、に比べMAが有意に小さくなった。交流20分間のSDNNは交

流なしよりも猫との交流で有意に小さくなった。唾液中コルチゾール濃度に有意差はなか
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った。POMS2の活気スコアの変化量は交流なしと比較し猫と犬との交流後で有意に高くな

った。猫は人になでられていない時よりなでられている時にRRIが長くなった。猫のSDNN

とRMSSDは人になでられている時となでられていない時で有意差はなかった。猫とは反対

に、犬はなでられていない時はなでられている時に比べRRI、SDNN、RMSSD全てで有意に

大きくなった。人になでられている時間と猫のRMSSDに正の相関がありSDNNとの相関関

係はなかった。 

以上の結果から、ストレス負荷課題は人にとってストレスとなり自律神経系を活性化さ

せた。交流なしに比べ猫との交流で SDNN が小さかったことは、副交感神経活性には差が

なかったため交感神経活性が抑制されたことが考えられた。従って猫との交流はストレス

軽減効果がある可能性が示された。さらに猫や犬との交流により活気が増加したことから、

猫と犬の交流は人のポジティブな気分を増加させることが示された。猫はなでられている

時間が長いほどリラックスする、またはリラックスしているほど猫は人になでられること

を受け入れることが考えられた。猫にとって人になでられることは、猫同士で行う相互グ

ルーミングの役割となる可能性が考えられた。一方犬では、人になでられている時にリラ

ックスせず自律神経系が活性化した。これは普段行なっている遊びやコマンドによる交流

を期待していたことが考えられた。 
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第3章 猫をなでることによる人の情動中枢への影響 

2章で猫をなでることを含んだ交流により人のポジティブな気分の増加が示された。人は

猫をなでるとき、猫の様子や行動を読み、猫のリラックスした状態を感じ「柔らかくて気

持ちいい」などの情動が付随して起こることが予想される。このことから、猫をなでるこ

とは人の社会的情動の中枢に影響する可能性がある。社会的情動に関連のある脳部位とし

て下前頭回に着目した。3章では猫をなでることが人の情動制御中枢に与える影響を明らか

にすることを目的とした。 

右利きで猫アレルギーのない麻布大学に在籍中の学生30名（男性10名、女性20名、平均

年齢20.0±1.6歳）を対象に実験を行なった。猫は2章と同じ猫を用いた。頭部前頭葉に16ヶ

所の血流量を評価できるNIRSを装着し、同時に胸部に心拍計を装着した。6つの接触課題（猫

のぬいぐるみの背中に手を置く（TP）、猫のぬいぐるみを一定の速さでなでる（SP）、猫

のぬいぐるみを自由になでる（FP）、本物の猫の背中に手を置く（TC）、本物の猫を一定

の速さでなでる（SC）、本物の猫を自由になでる（FC））をランダムに行なった。各課題

後に感情評価を行い、心拍データは心拍変動解析に用いRMSSDとSDNNを算出し自律神経

活性を評価した。その結果、女性の右下前頭回ではぬいぐるみよりも猫に接触したときに

活性が高くなった。さらに女性の右下前頭回の活性は人のRMSSDと正の相関、SDNNと負

の相関があり、感情価はぬいぐるみよりも猫に接触したときに高かった。右下前頭回は表

情やジェスチャーを見たときに活性することが報告されており、猫に触れたことにより活
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性した可能性がある。女性にとって猫に触れること、猫をなでることは快情動とリラック

スを伴うことが示唆された。 

 

第4章 総合考察 

 猫をなでることは日常的に多く行われており、人の猫への愛着に関与することが示され

た。さらに、猫のリラックス状態と人になでられる時間は正の関係があった。これより猫

がリラックスしている時になでることは直接的な関わりを長くすることにつながること、

またはなでる時間が長いほど猫はリラックスすることが考えられた。そして人は猫をなで

ると快感情とリラックスを伴うことが示され、相互に作用していることが明らかとなった。

人との良い経験と身体的接触は人と動物の絆形成に寄与することがいわれており、リラッ

クスを伴う猫をなでる関わり方を繰り返すことは、人と猫の情緒的結びつきを生じさせる

要因となる可能性が示された。男性への影響は検討の余地があるが、日常的に猫をなでる

ことは人と猫の友好的な関係構築に有用であると考察した。   
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序論 

人と動物の関係に関する研究は、今日までに人と動物のつながりや愛着、動物から得ら

れる恩恵などに関して様々行われている。そして、コンパニオンアニマルを飼うことから

もたらされる恩恵は人と動物の日常的な関係から生じると考えられている。つまり良い関

係を築くことにより動物からより多くの恩恵を得られると考えられる。動物の適切な社会

化や、人との良い経験、身体的接触は人と動物の絆の形成に貢献すると想定されている

（Fentress, 1992）。コンパニオンアニマルの代表である犬と猫を対象とした人との関係に関

する研究では、Thornら（2015）がアンケート調査により犬との関係の質が高い飼い主は飼

い犬をより可愛いと思うことを明らかにし、Nagasawa ら（2009; 2015）は犬と飼い主の交流

は両者のオキシトシン濃度を増加させることを明らかにした。 

一方、猫は単独行動をする動物であることから、犬と比べ自由気ままな動物で人に対し

て社交性がないと考えられている。しかし、近年、人と猫の相互作用に関する研究が発展

し、猫も人に対して社交的であり、人と直接的な関わりをもてることが明らかとなってき

た（Merten, 1991; Turner, 1995）。さらに家族の人数、飼育頭数、猫の外出の有無を含んだ生

活環境が人と猫の関係に影響を与えることが報告され、その研究では家族の構成人数が少

ないほど家族一人あたりが猫と接する機会が多く、猫が遊ぶ時間が長く、体をこするつけ

る行動が多くなるという（Turner, 1990）。また、飼育頭数に関しては、多頭飼育よりも単頭

飼育の猫の方が飼い主との交流時間が長くなった（Turner, 1991）。外出ができる猫と室内飼
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育の猫の行動を比較すると、室内飼育の猫は飼い主に対して活発に働きかけるが、頭部や

脇などの体を飼い主にこすりつける行動が少ないことが報告されている（Mertens, 1991）。

つまり、人と猫はある環境下では比較的深く交流できる可能性をもつと考えられた。 

別の先行研究では、人から猫へ関わりを持つ際には人の性別や年齢の影響を受けるもの

の、猫から関わり始める場合は人の性別や年齢は関係がないことが明らかとなっている

（Mertens and Turner, 1988; Mertens, 1991）。例えば、大人は猫に話しかけ猫が近づいてくる

のを待ち、子どもは積極的に猫に近づくため、猫は子どもよりも大人を好むことが示され

ている（Mertens, 1991）。これらのことから、人からの関わり方により猫の行動が変化する

ことがいえる。また、シェルターから猫を譲渡された飼い主に猫を選んだ理由を調査した

研究では、猫が活発で友好的な行動を理由に挙げた飼い主が多く（Sinn, 2016）、猫の行動が

飼い主の猫と関わろうとする行動に影響を与えることが示唆された。これらのことから猫

との関わり方が猫と人それぞれの関係に影響することが考えられる。 

では人と猫はどのような関係を構築できるのであろうか。関わりを介した身体的ならび

に行動的変化を捉えることは、人と猫の関わりを介した関係の形成を解く鍵となるだろう。

そして関係の評価には猫と人双方の評価が求められる。人と猫の関係においては現在まで

のところ、アンケート調査や行動的・生理的評価により、人側の猫に対する態度や猫から

受ける影響の評価が行われている（Turner, 1990; 1991; Mertens, 1991; Zasloff and Kidd, 1994; 

Serpell, 1996; Adamelli et al., 2005; Antonacopoulos and Pychyl, 2010）。しかしながら猫の評価
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を行なった研究はほとんどなく、行動学的なものにとどまっており、生理学的な評価は行

われていない。これらのことから人と猫双方の生理学的な評価から詳細な情報を得ること

は、人と猫の関係の理解に重要である。 

本研究は日常的な関わり方が猫と人双方に与える影響を生理学的に明らかにし、人と猫

の関係性の構築に影響する要因の解明を調べることを目的とした。1章では日常的に行われ

る関わり方と、飼い主の猫への愛着に関与する関わり方を明らかにするためアンケート調

査を行った。その結果、「猫のなでること」人の猫への愛着に関与していることが明らかと

なり、「猫をなでること」に着目した。2 章では猫をなでることによる人のストレス緩衝作

用、3 章では猫をなでることによる人の情動中枢への影響を明らかにすることを目的とし実

験を行った。 
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第 1章 日常的な人と猫の関わり方の調査と人から猫への愛着に関与する関わり方の抽出 

第 1 節 緒論 

愛着は幼児と母親の間で取り交わされ、個体間の関係性の根本をなすものであり、母子

間の絆は愛着を介して形成される（Bowlby, 1969）。愛着は人と動物の間でも生じ、人と犬

の間には愛着を介した絆形成の存在が明らかとなっている（Nagasawa et al., 2015）。人と猫

においては、猫への愛着が高い飼い主は飼育放棄することが少ないことが報告されており

（Karsh and Turner, 1988）、生理学的検証は乏しいものの、愛着を介した絆の存在が指摘され

はじめている。このことから、人と猫の両者の情緒的絆の形成に重要な愛着に着目した。

愛着は本来、ケアを受ける者からケアを与える者に対して生じるが、成人の男女間や幼児、

高齢者に対しても存在することがいわれている（Barbaro et al., 2016; Gitlin et al., 2016）。ま

た Collis と McNicholas（1998）は、大人は成熟した思考と言語スキルを持つ一方、子ども

は洗練されていない思考と言語スキルを持つが、この非対称性は人とペットの関係に類似

しているため、人からペットへの愛着という表現が好まれて用いられてきたと論じている。

これを基に、本研究では人から猫への情緒的な結びつきを愛着と表現する。 

飼い主の猫に対する愛着を猫との関係性の指標として用いたアンケート調査により、飼

い主の特徴や猫の特徴と愛着との関連がいくつか明らかにされている。例えば、猫がトイ

レを使用することや猫の落ち着きがあること、猫が遊び好きであることが飼い主の猫への

愛着と正の関係があり（Turner, 1990）、猫への愛着が弱い飼い主は、猫が飼い主に示す親和

度に満足していないこと（Serpell, 1996）、飼い主の友人との感情的絆と飼育開始年齢が猫へ



11 

 

の愛着に関連すること（Adamelli et al, 2005）、猫が遊び好きであることや、人や他の動物に

社交性があること、猫の親和行動（具体的な行動は示されていない）が愛着に正の関係が

あること（Zasloff and Kidd, 1994）が示されている。 

また、家族構成や飼育環境の違いにより猫と飼い主の交流時間や交流内容が異なること

も明らかとなっている。複数の人が暮らしている家庭では猫との交流時間が短いこと

（Turner, 1990; 1991）や、単頭飼育猫は多頭飼育猫より飼い主と近く長く関わり、少数家族

の方が多数家族より猫による関わり、接近、こすりつける行動が多いこと（Bernstein and 

strack, 1996）、ひとり暮らしの飼い主や単頭飼育の猫は交流を求めた時の成功率が低く、完

全室内飼育の猫は成功率が高いこと（Turner, 1991）が示されている。一方、日々の関わり

方が人と猫の関係にどのように影響するかは調べられていない。人と猫の関係は日々の具

体的な関わりから形成されるため、日常的にどのような関わり方が行われ、それが人と猫

の愛着形成にどのような影響を与えるのかを知ることは、人と猫の関係の理解に貢献する

と考える。 

そこで第 1 章では、猫とその飼い主の日常的な関わり方のアンケート調査を行い、飼い

主の猫に対する愛着に関与する関わり方を明らかにすることを目的とした。 
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第 2 節 方法 

調査期間 

調査期間は 2016 年 5月から 2016 年 7月の 2ヶ月であった。 

 

調査対象と方法 

猫の飼い主を対象にウェブ調査を行なった。当研究室のホームページ、facebook、Twitter

で回答を呼びかけた。また猫の情報を取り上げているウェブサイトに掲載を依頼し回答協

力を得た。さらに、近隣の動物病院、猫カフェにチラシを配布した。全ての回答はウェブ

から収集し 602 部の回答を得た。 

 

質問紙 

調査項目は 4 部構成であり、第一部は猫の年齢や性別などの基本情報 17問、第二部は「猫

に話しかけるか」、「猫は近づいてくるか」などの猫と飼い主の普段の関わり方について 21

問、第三部は飼い主の猫に対する愛着 34問、第四部は年齢や性別などの飼い主自身の基本

情報 10 問の回答を得た（付録）。 

飼い主の猫に対する愛着は、濱野ら（2007）により作成され妥当性が示された「人とコ

ンパニオンアニマルの愛着尺度」を用いて評価した。この尺度は飼い主とペットとの情緒

的な関係を多面的から捉えることを目的として作成された。質問は 34項目あり、あてはま
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らない（1）からあてはまる（5）の 5 段階で評価した。下位尺度として快適な交流、情緒

的サポート、社会的相互作用の促進、受容、家族ボンド、養護性促進の 6 つがある。本調

査では下位尺度は考慮せず、34 項目の合計点数を愛着度とし数値が高いほど愛着があると

評価した。 

 

統計解析 

愛着度と他の変数との関連をみつけるため、Stepwise法により適切な式を求め重回帰分析

を行なった。p < 0.05 で有意とした。 
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第 3 節 結果 

猫の基本情報 

品種 

最も多かった品種は雑種（78％）、次いでスコティッシュホールド（4％）、アメリカンシ

ョートヘア（3％）であった。 

 

 

年齢 

年齢は 1～6歳（48%）が最も多く約半数を占め、次いで 7～9歳（17％）であった。 

 

 

Table 1 飼育されている品種

品種

雑種 472 78

スコティッシュフォールド 27 4

アメリカンショートヘア 21 3

ペルシャ 4 1

ノルウェージャンフォレストキャット 5 1

その他 73 12

回答数 割合（％）

Table 2 猫の年齢

年齢

0歳 26 4

1～6歳 286 48

7～9歳 104 17

10～12歳 87 14

13～15歳 50 8

16歳以上 43 7

不明 6 1

割合（％）回答数
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性別 

ほとんどの猫が避妊去勢手術を施されており（95%）、その内訳は去勢オス 51％、避妊メ

ス 44％であった。 

  

 

飼育場所 

室内飼育が 9 割を占めていた。「その他」については詳細を聞いていないため不明である。 

 

 

 

 

 

 

Table 3 性別と避妊去勢手術の有無

性別 回答数 割合（％）

去勢オス 308 51

未去勢オス 15 2

避妊メス 266 44

未避妊メス 13 2

Table 4 飼育環境

飼育環境

室内飼育 552 92

室外飼育 2 0

室内外飼育 43 7

その他 5 1

回答数 割合（％）
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飼育年数 

飼育年数は 5 年以上が約 6 割を占めた。 

  

 

普段の関わり方の様子 

 「猫の要求を受け入れる」と回答した飼い主は 92％と多く、「猫が要求を受け入れてくれ

る」は 61％であった。「普段猫が近づいてくる」は 98％、「猫が擦り寄ってくる」は 95％、

「猫が飼い主を見る」は 98％、「猫が飼い主を見て鳴く」は 97％、「猫は飼い主の近くにい

る」は 90％、「猫が喉を鳴らす」は 95％、「猫はなでられるのが好き」は 90％、「猫は抱っ

こが好き」は 49％、「猫は遊ぶ」は 86％、「猫と目が合う」98％、「飼い主のあとをついて

くる」は 88％、「猫はおやつを食べる」87％、「お手などの芸をする」は 14％、「猫に話し

かける」は 99％であった（Fig. 1）。 

 交流時間で最も多かった時間は 1時間以上 2時間未満（31%）であり、次いで 1時間未満

（22％）、2 時間以上 3 時間未満（18％）であった。交流の開始において「飼い主側から」

Table 5 猫の飼育年数

年数

1年未満 45 7

1年 40 7

2年 48 8

3年 61 10

4年 52 9

5～9年 177 29

10年以上 179 30

回答者 割合（％）

Table 1 飼育されている品種

品種

雑種 472 78

スコティッシュフォールド 27 4

アメリカンショートヘア 21 3

ペルシャ 4 1

ノルウェージャンフォレストキャット 5 1

その他 73 12

回答数 割合（％）
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は 32％、「猫側から」は 23％、「どちらも同じくらい」は 45％であった。猫との関係の満足

度は「とても満足している」が 82％でありほとんどの飼い主が猫との関係に満足していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 普段の関わり方の様子（割合） 

Table 6  1日の交流時間

交流時間

1時間未満 134 22

1時間以上2時間未満 187 31

2時間以上3時間未満 111 18

3時間以上4時間未満 75 12

4時間以上5時間未満 28 5

5時間以上 67 11

割合（％）回答数

Table 7 交流の開始別の人数と割合

交流の開始

ほぼ飼い主 70 12

どちらかというと飼い主 122 20

どちらも同じくらい 272 45

どちらかというと猫 120 20

ほぼ猫 18 3

回答数 割合（％）
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飼い主の猫に対する愛着 

175 点のうち中央値は 128 点であり、猫への愛着の高い飼い主の集団であった。質問 27

の「猫をよくなでる」においてそう思うと回答した飼い主は 98％であり、多くの人が日常

的に猫をなでていた。質問 31 の「ペットに触れることで、気分が落ち着く」においてそう

思うと回答した飼い主は 96％であった。 

 

飼い主の基本情報 

回答者の 93％が女性であり（Table 8）、年齢は 30代、40 代が 69％を占めていた（Table 9）。

地域の多くは関東地方に集中しており、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県が 53％を占め

ていた。家族構成は 1人 21％、2人 36％、3人 18％、4人 13％、5人以上 7％であり 2人暮

らしが最も多かった（Table 10）。飼育頭数は 1頭 52％、2頭 30％、3頭 8％、4頭 3％、5～

10 頭 5％、11頭以上 1％であり単頭飼育が最も多かった（Table 11）。 

  

 

 

 

 

Table 8 飼い主の性別

男性 44 7

女性 558 93

回答者 割合（％）

Table 1 飼育されている品種

品種

雑種 472 78

スコティッシュフォールド 27 4

アメリカンショートヘア 21 3

ペルシャ 4 1

ノルウェージャンフォレストキャット 5 1

その他 73 12

回答数 割合（％）

Table 9 飼い主の年齢

年齢

20代 102 17.0

30代 193 32.0

40代 227 38.0

50代 73 12.0

60代以上 7 1.2

回答数 割合（％）
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飼い主の猫に対する愛着と日常的な関わり方との関連 

 重回帰分析（Stepwise法）により、愛着に関連のある日常的な関わり方を示すために適し

た変数は Table 12にある変数であることが分かり、「猫をなでる」と「猫の要求を受け入れ

る」が強く愛着に関与していた。この他には「交流時間」、「猫が飼い主の近くにいる」、「猫

がトイレを使用する」、「コマンドによる交流」が飼い主の猫への愛着と関与しており、全

て正の関連があった。また、「猫との関係の満足度」は飼い主の猫への愛着に正の関連があ

る傾向が示された。 

 

 

 

 

 

 

Table 10 家族構成

構成人数

1 154 26

2 219 36

3 111 18

4 77 13

5人以上 41 7

回答数 割合（％）

Table 11 飼育頭数

飼育頭数

1頭 313 52

2頭 182 30

3頭 48 8

4頭 21 3

5～10頭 31 5

11頭以上 7 1

回答者 割合（％）

Table 12 愛着スコアに関連のあった変数

変数 β      t P

猫をなでる 0.41 11.260  < 0.001

猫の要求を受け入れる 0.16 4.402  < 0.001

交流時間 0.10 2.978  < 0.01

猫がそばにいる 0.09 2.393  < 0.05

猫がトイレを使用する 0.08 2.496  < 0.05

コマンドによる交流 0.08 2.379  < 0.05

猫との関係の満足度 0.06 1.797 0.07
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相関関係 

 「飼い主が猫の要求を受け入れる」と「猫が飼い主の要求を受け入れる」は正の相関関

係があった（rs = 0.32, p < 0.0001）。また「交流時間」と「猫との関係の満足度」にも正の相

関関係があった（rs = 0.16, p < 0.0001）。 
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第 4 節 考察 

日常的な関わりの中で、「猫に話しかける」、「猫をなでる」などの飼い主の積極的な関わ

りが多いとともに、「猫が近づいてくる」、「すり寄ってくる」などの猫の飼い主への積極的

な関わりも多いことが分かった。猫は単独行動をする動物であり気ままなイメージがある。

一方で猫は社会性のある動物でもあり、本調査からも猫は飼い主と関わりをもとうとする

ことが示された。室内飼育の猫は屋外に行ける猫と比べて飼い主に働きかけることが多い

ことが報告されている（Turner, 1991）。この理由として室内飼育猫は屋外に行ける猫に比べ

刺激が少なく、飼い主に何らかの刺激を求めていることが挙げられる。今回の調査で 9 割

以上を占めた室内飼育は、猫を事故や感染症から守ることができるが、刺激が少なく猫が

退屈してしまう可能性がある。室内飼育の猫にとって飼い主との関わりは重要な刺激の 1

つとなりうる。 

 猫をなでることは飼い主の猫への愛着に正の関連があり強く関与していた。「猫をなでる」

と回答した飼い主は 9 割以上と多く、猫をなでることは日常的に多く行われているといえ

る。人にとって触れることは愛着の形成に関与するオキシトシン分泌を増加し愛着につな

がる（Matthiesen et al., 2001; Grewen et al., 2005; Morhenn et al., 2008）ことから、猫に愛着を

もつことでさらになでるという正のサイクルが生じると考えられる。しかし、これは人に

なでられることが猫にとって嫌悪刺激である場合は結果が異なるかもしれない。 

「猫はなでられることが好き」という回答が 9 割以上と多かった。この結果から猫は飼
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い主になでられることを好んでいることが推測できる。猫は友好的な相手に対しグルーミ

ングを行う（ビーバー, 2009）。飼い主が猫をなで猫がそれを受け入れることは、猫にとっ

て相互グルーミングとなり、社会的関わりから行い絆を形成・維持することになると考え

られる。しかし、「猫はなでられることが好き」という回答結果は飼い主の主観的評価であ

るため、本当に好んでいるかは不明確である。飼い主が猫をなでている時に行動学的、生

理的に猫の評価を行うことで、猫がなでられているときの状態と飼い主の情動を明らかに

することができるだろう。 

飼い主の猫に対する愛着は、「猫の要求を受け入れる」と正の関連があった。これは愛着

が高いと猫の要求を受け入れることと、猫の要求を受け入れると愛着が高くなることの両

方向性が考えられる。Turner（1991）は、飼い主が猫の要求を受け入れると猫も飼い主の要

求を受け入れるようになることを報告している。本調査では、飼い主が猫の要求を受け入

れることと猫が飼い主の要求を受け入れることに正の相関関係があり、一致した結果とな

った。猫の要求を受け入れることで猫は飼い主を愛着対象とみなし、猫も飼い主の要求を

受け入れるようになる。そして飼い主は猫にポジティブな感情を抱き、情緒的な絆が形成

されることが考えられた。 

猫の関わりたいという意図に従うことは、猫の独立心を認めることと関係がある（Turner, 

1991）。さらに、飼い主が交流を開始するよりも猫から交流を開始する方が交流時間が長く

なる（Turner, 1991）。これらのことから猫との関わりは日和見的であるため、猫の独立心を
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認め猫が関わりの意図を示したときにそれを受け入れることが、交流の長さに結びつき愛

着を高めることにつながるといえる。 

 「交流時間」は飼い主の猫への愛着と正の関連があった。交流時間が長いことが猫への

愛着を高めるのか、愛着が高いから交流時間が長くなるのかは本調査では断言できない。

交流時間が短く猫への愛着が低い飼い主を対象に、交流時間を長くすることで愛着がどう

変わるかといったさらなる研究が必要である。 

 「猫が飼い主の近くにいる」は飼い主の猫への愛着と正の関連があった。猫の飼い主を

対象としたアンケート調査により、猫がスキンシップを好むことと猫が飼い主の近くにい

ることは、猫が飼い主に愛着があることと正の相関関係があることが明らかとなっている

（Turner, 1990）。これは飼い主の主観的評価であるため、飼い主に愛着があるから猫が近く

にいるという直接的な証拠にはならないが、猫が近くにいてくれることは猫が自分に愛着

があるという認識を飼い主に与えるかもしれない。そして飼い猫が自分に愛着があるとい

う認識は、飼い主の猫への愛着の高さに影響を与えると考えられる。 

先行研究において、猫のトイレの使用が飼い主の猫への愛着と正の相関があることが示

されており（Turner, 1990）、本研究結果と一致する。猫は病気や不安を感じていたり、トイ

レが嫌いな時にトイレ以外の場所で排泄をすることがあり、これは不適切な排泄といわれ

る（Borchelt, 1991; ビーバー, 2009）。また不安なときに、自分のにおい付けをして安心する

ためにマーキングが行われることもある（ビーバー, 2009; Amat et al., 2015）。この不適切な
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排泄やマーキングは、飼い主が問題行動と認識する行動の１つである（Voith, 1983; 

Crowell-Davis, 2001; Heath, 2001）。この問題がないことは、飼い主の猫への愛着に正の影響

があることが考えられる。 

犬と飼い主との関係の改善を目的とした研究では、行動修正と服従訓練を行うことで関

係が改善されたことが示された（Clark and Boyer, 1993）。服従訓練は飼い主と犬との直接的

な交流となり、訓練の成功を積み重ねることで関係の強化が生じると考えられる。猫と飼

い主のコマンドによる交流も直接的な交流となり飼い主の猫への愛着につながると考えら

れる。本調査でコマンドによる交流を行っている飼い主は 1割強と少数であったが、「おて」、

「おかわり」などのコマンドによる交流を日常的に取り入れることは、猫と飼い主の結び

つきを強くすることが期待される。 

 

 交流時間が長いほど飼い主の猫に対する愛着が高いことが明らかとなった。また、積極

的な関わり方である「猫をなでること」と「コマンドによる交流」は、飼い主の猫に対す

る愛着とも正の関連があった。このことから、交流時間と飼い主の積極的な関わり方が飼

い主の猫に対する愛着に重要であることが示唆された。ただし猫が嫌がる場合、始めから

積極的な関わり方をすることは関係の構築に負の影響となる可能性があるため、猫に合わ

せた関わり方が重要であると考察された。 
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第 5 節 結論 

多くの飼い主は猫と積極的な関わりをしており、猫の飼い主への積極的な関わりも多い

ことが示された。飼い主の猫に対する愛着には交流時間、飼い主の積極的な関わり方、「猫

が近くにいる」、「飼い主が猫の要求を受け入れる」が関与する。猫をなでることは人の猫

への愛着に強く関与し、愛着に関与する関わり方の中で最も多く行われている関わり方で

ある。 
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第 2章 猫をなでることによる人のストレス緩衝作用 

第 1 節 緒論 

 第 1 章で猫をなでることは日常的な関わりの中で多く行われており、飼い主の猫への愛

着と正の関係があることが明らかとなった。 

 ペットをなでることを含んだ交流は、血圧と心拍数の減少をもたらすことが報告されて

おり（Allen et al., 2002; Handlin et al., 2011）、この効果が心疾患のリスクの軽減に寄与してい

ると示唆されている。猫の飼育は心疾患の罹患リスクを3分の1に減少させることが明らか

となっている（Qureshi et al., 2009）。この心疾患リスクの軽減の要因としてストレスの緩衝

作用が考えられる。ストレスがかかると交感神経が活性化し、血圧、心拍数、呼吸数が増

加する。この状態が長く続くと心血管系に障害がおこる。このことからストレスは心血管

系に悪影響を及ぼす。ペットの飼育や交流は、ストレスを緩衝することで心血管系の障害

を予防し、心疾患のリスクの軽減となることが考えられている（Siegel, 1990; 1993）。スト

レス状況下で愛着の対象がいると、ストレスが軽減する社会的緩衝作用がある（Rukstalis and 

French, 2005; Hennessy et al., 2009）。この社会的緩衝作用は絆や愛着により増強する。犬が人

のストレス状態に与える影響はいくつか報告されており、犬がいる状況でストレス負荷課

題を行うと、犬がいない時よりも血圧と心拍数が減少することが示されている（Allen et al., 

1991）。一方ストレス負荷のない状況で飼い猫と交流を行うと、血圧と心拍数が減少するこ

とが明らかとなっている（Dinis and Martins, 2016）。人にストレス負荷を与え猫と犬の交流
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の影響を評価した研究があるが（Allen et al., 2002）、犬と猫が統合されており猫のみの効果

は明らかではない。またこのときの交流内容は示されていないため、なでることなどの身

体的接触が要因であるのかは不明である。 

そこで第 2 章の目的を、猫をなでることが人のストレス負荷に与える影響を生理学的に

明らかにすることとした。 
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第 2 節 方法 

対象者 

心疾患と猫アレルギーのない大学生 11 名（男性 8 名、女性 3 名、平均年齢 21.1±0.3 歳）

を対象とした。対象者は供試動物の猫と犬を知っており、関わる時間は異なるが普段から

関わりを持つ学生であった。唾液中コルチゾール濃度への影響を考慮し、実験開始前 2 時

間の食事と当日の激しい運動、前日の飲酒を禁止した。インフォームドコンセントを受け

た。 

 

供試動物 

供試動物は介在動物学研究室で飼育されている猫 1頭（3才雑種、避妊メス）と犬 1頭（7

才ラブラドールレトリーバー、避妊メス）であった。猫と犬はともに実験環境および人と

の交流に慣れていた。 

 

実験環境 

実験は木製フェンスを用いた 180cm×270cm の囲いの中で行った（Fig. 2）。1 面は

90cm×180cmの木製ラティスを縦に 3枚並べ、1面は部屋の壁、別の 1 面はパーテーション

であり、高さが低いため猫の脱走防止用のねずみ返しを取り付けた。また出入り口は

90cm×180cmの木製ラティスを横向きに設置し、この上部にもねずみ返しを取り付けた。床
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にマットを敷き、厚めのマット 1 枚を囲い内の端に設置した。被験者は奥の壁に背を向け

座った。カメラを 2 台用い、囲い内中央から被験者を写すものと反対側を写すものを設置

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 実験環境 
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評価項目 

心拍測定 

人には Poral RS800（POLAR, Finland）を胸部に装着し心拍測定を行った。また人になで

られている時の猫と犬の心拍変動を評価するため、Polar RS800cx（POLAR, Finland）を使用

して心拍測定を行った。猫と犬はできるだけ小さい範囲で胸部の毛をそり、突起の付いた

使い捨て電極（スキンタクト、フクダエム・イーエー工業株式会社、千葉）を貼った。そ

こに Polar をつなぎ装着し、Polar を背中に固定するため伸縮性のあるサポーター（チュビフ

ァースト、メンリッケヘルス株式会社、東京）と服を着せた。猫と犬は Polar の装着に馴致

済みであった。人では Polar のバンドを胸部に装着し、バンドと肌の間に濡れた脱脂綿を挟

んだ。心拍測定は実験中連続的に測定し、イベントが変わる際にラップタイムを記録した。 

 

心拍変動解析 

 得られた心拍数の RR間隔（RRI）から心拍変動（HRV：heart rate variability）解析を行っ

た。HRV 解析は時間領域解析を行った。RRI の標準偏差であり自律神経全体の指標となる

SDNN と、RRIの差の 2乗の平均値の平方根であり副交感神経活性の指標となる RMSSD を

算出した。MA ストレス負荷課題前（pre）、ストレス負荷課題中、交流後（post）の各 5 分

間と交流 20分間の値を算出し比較した。さらに、人が猫と犬をなでた時となでていない時

の 15 秒をそれぞれ抽出し値を算出した。猫と犬が人になでられた時となでられていない時
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の値も同様に算出した。なお、猫と犬の姿勢はいずれも伏せた状態であった。 

 

唾液採取 

円柱状の綿（ハイ・デンタルメン、イワツキ株式会社、東京）を 3分間口に含み、3分後

綿を手を触れずに容器内に口から直接入れてもらった。遠心分離（20℃、3000回転、15分）

しマイクロチューブに分注後、-20℃でコルチゾール測定まで保存した。唾液中コルチゾー

ル濃度は刺激 15 分後にピークとなることから（Crewther, 2008）、ストレス負荷刺激がピー

クとなる時間から 15分後、交流の 15分後に唾液を採取した。 

 

唾液中コルチゾール濃度測定 

尿中コルチゾールは 96 穴マイクロプレート（Corning Incorporated, USA）を使った Enzyme 

Immunoassay（EIA）法により測定し、1 サンプルにつき 2重測定を行った。 

プレートには第二抗体として用いた AffiniPure Goat Anti Rabbit IgG（H＋L）（111-005-0045, 

Jackson Immuno Research Laboratories Inc., USA）を 400倍希釈し、コーティング処理を施し

た。分析には標準溶液として hydrocortisoned（CODE No.:086-08241, 和光純薬工業株式会社, 

日本）を 0.1%ウシ血清アルブミン入りリン酸緩衝液（0.1%BSA 0.04MPBSpH 7.2）で 0.39～

400ng / mlの濃度に等倍希釈（計 11段階）し、標識ホルモンとして Cortisol-3-CMO-HRP（FKA 

403, コスモバイオ株式会社, 日本）を、第一抗体としてCortisol-3-CMO-BSA IgG （FKA 404-E, 

https://www.researchgate.net/profile/Blair_Crewther
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コスモバイオ株式会社, 日本）を使用した。BSAは Sigma-Aldrich Corporation製（A7030, USA）

を用いた。分析では標準溶液およびサンプルは 15μlを、第一抗体は 0.1% BSA 0.04M PBS

で 8200 倍希釈し 100μlを、標識ホルモンは 0.1%BSA 0.04M PBSで 3000 倍希釈し 100μlを

使用し、各ウェルで混和した。その後、遮光し 4℃で 18 時間以上インキュベートした後、

プレートを 0.05% Tween 80 溶液で洗浄した。洗浄後、溶液 A（0.1% urea hydrogenperoxide, 

0.1M sodium dihydrogenphosphate, 0.05M  citricacid）と溶液 B（ 0.05% 3, 3’, 5, 5’- 

tetramethylbenzidine, 4%dimethyl sulfoxide, 0.05M citric acid）を 1:1の割合で混合した substrate 

buffer を各ウェルに 150μl入れ、室温で 20 分間インキュベートし、4N H2SO4溶液を 50μl加

え、反応を止めた後、吸光度（450nm）をマイクロプレートリーダー（Model 680: Bio-Rad 

Laboratories, CA, USA）を用いて測定した。また、アッセイ間誤差を算出するため、測定毎

に 0.1%BSA 0.04MPBSで 5 倍希釈した同一の尿サンプル測定を行った。 

 

心理尺度 

State-Trait Anxiety Inventory（STAI） 

 ストレスレベルの主観的評価として STAI を用いた（清水と今栄, 1981）。STAI は今の状

態を表す状態不安と、普段どのように感じるかを表す特性不安を評価できる。それぞれ 20

項目あり、全くそうでない（1）から全くそうである（4）の 4段階で評価した。 
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Profile of Mood States 2（POMS2） 

 気分の評価として POMS2を用いた（Heuchert, 2012）。これは POMSの改訂版であり、怒

り－敵意（AT）、混乱－当惑（CB）、抑うつ－落ち込み（DD）、無気力－疲労（FI）、緊張－

不安（TA）、活気‐活力（VA）、友好（F）、総合的気分状態（Total Mood Disturvance: TMD）

の 8 項目を評価できる。TMD は AT、CB、DD、FI、TAの合計得点から VA得点を引いた得

点である。POMS2 は 34問あり、全くなかった（0）から非常に多くあった（4）の 5 段階で

評価した。得られた得点は年齢を考慮し一般化した T得点に換算し、これを解析に用いた。 

 

ストレス負荷課題 

ストレス負荷課題には暗算（mental arithmetic: MA）課題を採用し、4 桁の数字から 2桁の

数字を引く減算（松村と澤田, 2004; 2009）を 5分間行なった。回答は口頭で行い、正解し

た場合は何も言わず減算を続け、間違った場合は「違います、○○から始めてください」と

指示し、間違えた箇所からやり直した。3セッションで全て数字を変え減算を行った。 

 

手順 

Polar 心拍計を胸部に装着しうがいをした後、被験者は囲い内の奥に背を向け座った。20

分間の安静中に STAI と POMS2 に回答した。安静後に唾液を採取し（pre）、減算（MA 課

題）を 5 分間行った。MA 課題後安静にし、SATI と POMS2 に回答した。MA 課題 15 分後



34 

 

に唾液を採取した（MA）。猫との交流、犬との交流、交流なしのいずれかを 20分間行なっ

た。その後 15 分の安静中に STAI と POMS2 に回答し、唾液を採取し（post）終了した。1

人が 3 つの交流を行い、全て異なる日に行なった。実験開始時間は統一した。安静中は何

もせずに囲い内にいた。 

 

 

 

交流 

「交流を始めます」の合図と同時に交流を開始した。対象者は最初の位置に座った状態

で猫と犬が近づいたときに自由に交流した。動きの影響を最小限にするため、遊びは禁止

したが話しかけることは許可した。「交流なし」は安静中と同じく何もせず囲い内にいた。 

 

行動解析 

20 分の交流時間中に見られた行動を連続サンプリングした。人の行動は猫と犬をなでる

時間を算出し、猫と犬は、人になでられる時間を算出した。 

 

統計解析 

RRIおよび HRVは安静 preの最後の 5分間の値を pre、MA課題中の 5分間をMA、交流

Fig. 3 実験の流れ 
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後 5 分間の値を post とした。RRI および HRV の課題間（猫との交流、犬との交流、 交流

なし）と時間（pre、MA、 post）の差を明らかにするため、two-way ANOVAを行った。Post 

hoc testには Bonferroni を用いた。唾液中コルチゾール濃度は課題間と時間による差を明ら

かにするため、two-way ANOVAを行い、Post hoc testには Bonferroniを用いた。心理尺度の

課題間と時間の差を明らかにするため、Kruskal-Wallisと Post hoc testとして Bonferroni補正

による Wilcoxon signed-rank testを行った。人が猫と犬をなでている時となでていない時の

RRI と HRV の差の比較には two-way ANOVA を行った。猫と犬が人になでられている時と

なでられていない時の RRIと HRVの比較には t testを行った。RRIおよび HRV（20 分間の

値）と行動との相関関係を評価するため、正規性のあるデータは Pearson correlation coefficient、

正規性がないまたは離散データは Spearman's rank correlation coefficient を用いた。統計解析

ソフトは R version 3.2.2（www.r-project.org/）を用いた。  

http://www.r-project.org/
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第 3 節 結果 

RRIおよび HRV（Fig. 4） 

 RRIはMAが pre、Int、postと比べ有意に短かったが（MA: pre p < 0.05; MA: Int p < 0.01 MA: 

post p < 0.001）、課題間の差はなかった。SDNNおよび RMSSD もMAが pre、Int、postに比

べ有意に小さかった（SDNN: MA: pre p < 0.05; MA: Int p < 0.05; MA: post p < 0.05; RMSSD: 

MA: pre p < 0.05; MA: Int p < 0.001; MA: post p < 0.01）。SDNN は交流 20 分間で交流なしより

猫との交流で有意に小さくなった（p < 0.01）。日々の猫と犬との交流時間による影響はなか

った。 
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Fig. 4 人の RRIとHRV 
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唾液中コルチゾール濃度（Fig. 5） 

 唾液中コルチゾール濃度は課題間、時間で有意差はなかった。日々の交流時間による影

響はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Fig. 5 課題別唾液中コルチゾール濃度 
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心理尺度（Fig. 6 ~ 8） 

心理尺度は変化量 MA-pre、post-MA、post-preそれぞれの交流の課題間を比較した。STAI

の状態不安と特性不安は有意差がなかった。POMS2 では活気 - 活力（VA）のみで有意差

があった。post-MAにおいて猫との交流と犬との交流は交流なしに比べ有意に高かった（Fig. 

11: 猫との交流: z =2.6, p < 0.01; 犬との交流: z = 2.4, p < 0.05）。猫との 1 日の平均交流時間と

VAの変化量（post-MA）に正の相関があった（rs = 0.71, p < 0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 6  POMS2 活気スコア 
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Fig. 7  POMS2 活気（変化量） *P < 0.05  ** P < 0.01 

Fig. 8  猫との 1日の平均交流時間と POMS2活気スコアの変化量（post-MA）との相関関係 
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猫と犬をなでている時となでていない時の人の RRIと心拍変動（Fig. 9 ~10） 

 猫と犬をなでている時となでていない時で有意差はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 9 猫をなでている時となでていない時の人の RRIと心拍変動  



41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人になでられている時となでられていない時の猫と犬の RRIと心拍変動（Fig. 11 ~ 12） 

 猫の RRIは人になでられていない時よりもなでられている時の方が有意に長くなった（p 

< 0.05）。SDNNと RMSSD には有意差はなかった。一方犬では、なでられている時よりもな

でられていない時の方が RRIが長く（p < 0.05）、SDNNと RMSSDは大きくなった（p < 0.05）。 

 

 

Fig. 10 犬をなでている時となでていない時の人の RRIと心拍変動  
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Fig. 11  人になでられている時となでられていない時の猫の RRIと心拍変動 

*P < 0.05  
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Fig. 12  人になでられている時となでられていない時の犬の RRIと心拍変動 

*P < 0.05  
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猫と犬の RRIおよび心拍変動と人になでられている時間との相関関係（Fig.13） 

人になでられている時間と猫の RMSSD に正の相関があった（rs = 0.51, p < 0.05）が、猫

の SDNN とは相関関係がなかった。猫と RRIと SDNN は相関関係はなかった。犬では RRI、

SDNN、RMSSD のいずれも相関関係はなかった。 

 

  

  

Fig. 13  人になでられている時間と猫の HRVとの相関 
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第 4 節 考察 

ストレス負荷と交流による人への影響 

本実験では、MA 課題で RRI が短くなり SDNN と RMSSD は小さくなった。この結果か

ら MA 課題は自律神経を活性化させストレスとなったことが示された。交流中の SDNN は

猫との交流が交流なしに比べ有意に小さくなった。SDNN は自律神経全体の指標であるが、

副交感神経活性に変化が見られなかったため、猫との交流では交感神経活性が抑制された

ことが考えられた。このことから、猫との交流はストレス軽減効果がある可能性が示され

た。唾液中コルチゾール濃度は課題間、時間ともに有意差はなかったため、MA課題は唾液

中コルチゾール濃度を増加させる程のストレスとはならないと考察した。心理尺度による

評価では、STAI の状態不安および特性不安の両方に有意差はみられなかったため、MA 課

題は主観的なストレスではなかった。POMS2 は「活気‐活力」の変化量にのみ有意差があ

り、post-MAにおいて猫との交流と犬との交流は交流なしに比べ有意に高くなった。このこ

とから猫や犬との交流はポジティブな気分を増加させることが明らかとなった。また、1日

の平均交流時間と「活気-活力」の変化量（post-MA）に正の相関があり、猫が人にもたらす

影響に日常的な関わりの量が関係することが示された。 

 

猫と犬との交流および猫と犬をなでることによる人への影響 

対象者は全員、猫と犬が好きな人であった。すべての指標で猫との交流と犬との交流に
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差がなかったため、好きな動物との交流は影響が大きく変わらない可能性がある。 

先行研究では猫をなでること、犬との接触は血圧、心拍数が減少することが報告されて

いる（Vormbrock and Grossberg, 1988; Beck and Katcher, 1996）が、猫と犬をなでている時と

なでていない時の人の RRI と心拍変動に差がなかった。猫と犬をなでている時にリラック

スしなかった要因として、猫の反応と人の犬への接し方が考えられる。猫は人になでられ

ている時に伏せた状態でほとんど反応していなかった。Rieger と Turner（1999）の研究にお

いてうつ症状の改善がみられた飼い主は、改善しなかった飼い主に比べ猫が飼い主に反応

していたことが示されている。前述の研究は生理学的指標による評価は行われていないが、

猫の反応は人に作用し生理的変化を生じさせる可能性がある。猫をなでている時に猫が反

応している時と反応していない時の値を比較することで、猫の反応による人の自律神経活

性への影響を明らかにできるだろう。 

 なで方を指定しなかったため対象者は犬をなでている時、猫をなでている時とは異なり

激しくなでていた。激しくなでたことにより副交感神経が優位とならなかったことが考え

られる。なで方を指定し猫をなでる時と犬をなでる時の条件を統一して検証する必要があ

る。 

人は猫と犬が近づかない限り触れることができず、人の動きに制限があった。日常的に

猫や犬に触れるとき、動きに制限なく自由な状態で触れているはずである。猫をなでるこ

とによる人への影響をより正確に明らかにするため、自由に動ける状態で評価することも
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必要である。 

 

人になでられることによる猫と犬への影響 

人になでられることによる猫と犬の影響は異なった。猫は人になでられる時間と猫の副

交感神経活性に正の相関があった。この結果から、猫は人になでられる時間が長いほどリ

ラックスすることと、リラックスしている状態の時はなでられることを受け入れやすいこ

とが考えられた。猫は友好的な相手に対し相互グルーミングを行う（Wolfe, 2001）。前者

の場合、猫にとって人が友好的な存在であり、なでられることが良い刺激で良い関わり方

となりリラックスを伴うことが考えられる。猫が友好的な存在と見なす人になでられるこ

とは、相互グルーミングの作用となる可能性がある。後者の場合、猫がリラックスしてい

る状態でなでることは、猫との直接的な関わり方の増加につながるといえる。交流中、対

象者は猫が近づいた時のみ触れることができた。先行研究で積極的に近づく子どもよりも、

猫が来るのを待つ大人の方に猫が近づくことが示されている（Turner, 1995）。このことから、

人が猫に積極的に近寄らず猫自身のペースで人に近づけることが、猫のリラックスにつな

がると考えられる。対象者がリラックスしているために猫がリラックスすることも考えら

れたが、対象者の副交感神経活性と猫の副効果神経活性に相関関係はなかった。このこと

から本実験では、人の状態は猫のリラックスに関係していないといえる。本実験のみでは

人になでられる時間と猫の副交感神経活性の因果関係は明らかにできないため、さらなる
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研究が必要である。 

一方で犬は、人になでられている時はなでられていない時と比べリラックスせず、自律

神経が活性化した。供試犬は遊び好きであり、普段遊びやコマンドによる交流を行ってい

るが、本実験の交流中は遊びとコマンドによる交流を行わなかった。また、実験環境の馴

致を行ったが、対象者は日常的に床に座った状態で交流していなかった。なでられること

よりも普段行っている遊びやコマンドの指示を期待したことや、普段との交流の違いによ

り犬はリラックスしなかった可能性がある。 

 本実験では猫と犬は 1 頭のみであり、得られた結果は個体差が含まれる。個体数を増や

して人になでられることが好きな個体、なでられることを好まない個体の比較を行う必要

がある。また、犬はラブラドールレトリーバーであったため猫との体格差があった。体格

差の影響も考慮し猫と同じ大きさの小型犬との比較が望まれる。 
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第 5 節 結論 

猫との交流はストレス軽減効果がある可能性と、猫や犬との交流はポジティブな気分の

増加をもたらすことが示された。好きな動物との交流が人に与える影響には大きな差がな

いことが明らかとなった。 

一方で、人になでられることによる猫と犬への影響は異なった。猫は人になでられてい

る時間と副交感神経活性に正の関係があり、犬は人になでられているときはリラックスし

なかった。猫と犬ではリラックスを得られる交流方法が異なる可能性がある。 
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第 3章 猫をなでることによる人の情動中枢への影響 

第 1 節 緒論 

1 章で猫をなでることは人の猫への愛着に関与することが明らかとなり、2章ではストレ

ス負荷を与えた後の猫との交流により人のポジティブな気分が増加することが示された。 

猫をなでるとき、人は猫の様子や行動を読み猫のリラックスした状態を感じることや「柔

らかくて気持ちいい」などの情動が付随して起こることが予想される。このことから、猫

をなでることは社会的情動の中枢に影響する可能性がある。 

社会的情動に関連のある脳部位として下前頭回（Inferior frontal gyrus: IFG）が挙げられる。

下前頭回は社会的情動の認知や、ある刺激を認知に関与し、下前頭回で処理された情報が

扁桃体に伝わることで情動が生じるといわれている（Jabbi and Keysers, 2008; Keuken et al., 

2011）。ミラーニューロン神経機構は高次な感情や社会的コミュニケーションを支えるとさ

れているが、下前頭回でもこの存在が示唆されている。ミラーニューロンは、自分が行っ

た行動と同じ行動をとる他者を見た時に特異的に反応するニューロンとして、マカクザル

において初めて確認された（Rizzolatti et al., 1996）。その後の追加研究により、“鏡”のよう

な視覚刺激に特異的に活性する脳の部位は下前頭回と上頭頂葉の一部であることがわかり

（Rizzolatti and Craighero, 2004）、人においてもマカクザルと同様に、下前頭回と上頭頂葉の

両部位で、自身がする行動と同じ行動を見た時に活性が生じることが証明された（Iacoboni 

et al., 1999）。下前頭回は、他者の情動的なサイン（怒っている表情やハンドサインなど）
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を見る時にも強く活性することが報告されている。加えて、社会的認知機能やコミュニケ

ーション機能に不具合を持つ自閉症患者や統合失調症患者は、健常者で見られるような下

前頭回およびミラーニューロン系に生じる活性が見られず、神経異常が生じていることが

多くの研究で示されており（Ramachandran and Oberman, 2006; Dapretto et al., 2006; Iacoboni 

and Dapretto, 2006; Rudie et al., 2011; McCormick et al., 2012）、この部位が情動的なコミュニケ

ーションをする上で重要な部位であると考えられている。これらのことから、猫による中

枢刺激の処理過程を調査する上でも、このような高次脳領域は重要である。 

機能的近赤外線分光法（functional near-infrared spectroscopy: fNIRS）は、比較的簡易な機

械で大脳皮質の血流変化を非侵襲的に計測することが可能である。頭部に近赤外光を当て、

酸素化ヘモグロビンと脱酸素化ヘモグロビンの吸光度の違いを利用して、大脳皮質の神経

活性に基づく血流変化を相対的に計測する方法である（Brazy et al, 1985; Shah et al., 2001）。

姿勢や動きの制限が少ないことから、情動を引き起こすような刺激の評価として様々な研

究で用いられている（Aoki et al., 2011; Köchel et al. 2011; Plichta et al. 2011）。犬との交流時の

血流量の変化を fNIRS により評価した研究もあるため、猫に接触した時の人の脳血流量の

変化の評価にも用いることができると考えた。 

そこで 3 章は、猫をなでることによる人の社会的情動の中枢への影響を明らかにするこ

とを目的とした。 
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第 2 節 方法 

対象 

麻布大学に在籍中の学生 30 名（男性 10 名、女性 20名、平均年齢 20.0 ± 1.6歳）を対象

とした。すべての対象者は右利きであり、猫アレルギー、心疾患はなかった。実験手順を

説明し同意書への記入を得た。 

 

使用動物 

実験には介在動物学研究室で飼育している猫 1 頭（避妊メス、3 才、雑種）を使用した。

この猫は実験室に馴れており、正の強化トレーニングによりかごの中にいることにも馴れ

ていた。また、日頃から様々な人と接する機会があるため、人に触られることにも馴れて

いた。 

 

接触課題 

接触課題は猫のぬいぐるみの背中に手を置く（TP）、猫のぬいぐるみを一定の速さでなで

る（SP）、猫のぬいぐるみを自由になでる（FP）、本物の猫の背中に手を置く（TC）、本物

の猫を一定の速さでなでる（SC）、本物の猫を自由になでる（FC）の 6つを設定した。猫の

ぬいぐるみは市販されているものを用いた。対象者は全ての課題で右手のみを使用し、左

手は膝の上に置き動かさないようにした。 
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functional near-infrared spectroscopy（Fig. 14） 

本実験では、前頭葉 16 箇所（チャンネル）を測定できる OEG-SPO2（Spectratech inc., 神

奈川）を用いた。 

 

 

 

心拍測定 

Polar RS800cx（POLAR, Finland）を胸部に装着し心拍測定を行った。心拍変動解析では 1

分間の短い時間でも評価が可能な時間領域パラメータを使用し（Kuhne et al, 2014）、RMSSD

を算出し副交感神経活性を評価した。 

 

実験設定 

部屋の中央にイスを設置し、前方には猫とぬいぐるみを置くためのトリミング台とモニ

ターを置くための机、後方には NIRS装置とパソコンを置くための机を設置した（Fig. 15）。

左前方にはなでた回数を評価するために三脚とカメラを設置した。部屋には猫またはぬい

Fig. 14  A チャンネルの位置 B OEG SpO2装着時の様子 

A B 
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ぐるみを扱うハンドラーと実験装置を扱う人 2人が実験者として存在した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 

対象者は実験室の中央に設置したイスに座り実験を実施した。母音（a/i/u/e/o）を一定の

速さで繰り返し発声する 30秒の事前課題、60秒の接触課題、母音を一定の速さで繰り返し

発声する 30秒の事後課題、感情の評価を 1 ブロックとし、これを 6回繰り返した（Fig. 16）。

事前課題および事後課題は母音を発声することにより一定の安静状態を作り出すために行

った。このとき対象者は前方に配置されたモニターに示されている十字（Fig. 17）を注視し

ながら発声した。頭の動きによる影響を避けるため頭を動かさないよう教示した。接触課

題の順序はランダムに行い、背中に手を置く場合は「触ってください」、一定の速さでなで

る場合は「なでてください」、自由になでる場合は「自由になでてください」と指示した。

Fig. 15 実験環境 猫をなでているとき 
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接触課題中はぬいぐるみまたは猫を見ることを許可したが、発声は禁止した。対象者は接

触課題以外は右手を台の上に置いていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Self-Assessment Manikin（SAM） 

 各ブロックが終了したときに、情動的な刺激の評価として良く用いられる Self-Assessment 

Manikin（SAM; Bradley and Lang, 1994）に答えてもらった（Fig. 18）。これは段階分けされ

たマネキンに自分を例えることで、情動を、主観的快・不快を表す感情価である“感情価”、

“覚醒”、そして独占の度合いを表す“支配性”の 3要素により評価するものである。それぞれ

9 段階に分かれており、“9” は、それぞれの項目で、陽気、活発、独占であることを示す。

また SAM解答時、次の課題が本物の猫の場合には、猫を待機させている部屋から猫を連れ

てきて、対象者の後ろにバスケットに入った状態で対象者に分からないように待機させた。 

Fig. 16  実験の流れ 

Fig. 17 モニターに示された十字 

情動の 

評価 
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Profile of Mood States 2  

2 章と同じものを使用した。 

 

NEO-Five Factor Inventory 

脳の活性は個々の性格と関連があることが報告されている（Wright et al., 2006; Kojima and 

Ueno, 2009; Cremers et al., 2010; Sato et al., 2012; Ormela et al., 2013）。そこで本実験でも性格

の評価を行った。評価にはNEO-Five Factor Inventory（NEO-FFI）（McCrae & Costa, 2004）を

用いた。これは神経症傾向、外向性、開放性、調和性、誠実性の5つの性格特性を評価でき

る質問紙である。全60問あり、全くそうでない（1）から非常にそうだ（5）の5段階で評価

する。各性格特性の合計点を算出し解析に用いた。 

Fig. 18  Self-Assessment Manikin（SAM） 

1   2   3   4   5   6   7   8   9 
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データ解析 

fNIRS 

今回用いた fNIRS では、酸素化ヘモグロビンと脱酸素化ヘモグロビンの 2 変数が測定可

能であるが、酸素化ヘモグロビンの方がより敏感に神経反応を反映するという報告が数多

くあるため（Hoshi et al., 2001; Strangman et al., 2002; Toronov et al., 2007）、本研究では酸素化

ヘモグロビンにのみ注目した。fNIRSのデータは先行研究（Kita et al., 2011）と同様に、対

象者の僅かな動きによって生じるアーティファクトを除去するために高速フーリエ変換を

行い、Hz が 0.05 以下の低域を通過させるフィルタをかけた。さらに、事前課題からの変化

を評価するために、課題の開始時の値を“0”に修正した。課題開始からの変化量である積分

値を算出し統計解析に用いた（Fig. 19）（Takizawa et al., 2014）。下前頭回を左右に分け Ch1

と 3 を右下前頭回、ch15 と 16 を左下前頭回として積分値を算出した。トポグラフィーの作

成は fNIRS Data Viewer 1.0（B.R. Systems 社、東京）で行った。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 19 積分値の例 

    緑に塗りつぶされた部分の値を算出した。 
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統計解析 

 積分値の課題間と動物（猫とぬいぐるみ）、性別の 3要因の差を調べるため左右に分けて

Three-way ANOVAを行った。Post hoc testは Bonferroniを行った。SAMスコアは Friedman test

で有意差が見られたため、Wilcoxon signed-rank test を行い Bonferroni補正により有意差を決

定した。左右の積分値となでた回数、NEO-FFIスコア、SAMスコア、心拍変動との相関関

係は Spearman's rank correlation coefficientと Pearson’s correlation coefficientを算出し評価した。 

統計解析には統計解析ソフト R version 3.2.2（www.r-project.org/）を用いた。 

  

http://www.r-project.org/
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第 3 節 結果 

下前頭回の活性（Fig. 20） 

性別、動物（ぬいぐるみ、猫）、課題（T、S、F）の 3 要因で分散分析を行ったところ、

性別と動物に交互作用がみられた。女性の右下前頭回の活性値がぬいぐるみよりも猫に接

触した課題で有意に高かった（Fig. 19 : df =1 , F = 4.42 , P < 0.05）。左下前頭回の活性化値に

は有意差がなかった。Fig. 21 に 16chの男女別トポグラフィーを示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性 男性 

Fig. 20 男女別下前頭回の活性価値（Mean±S.E.） 

TP: ぬいぐるみに触れる 

SP: ぬいぐるみを一定の速さでなでる 

FP: ぬいぐるみを自由になでる 

 

TC: 猫に触れる 

SC: 猫を一定の速さでなでる 

FC: 猫を自由になでる 
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SAMスコア（Table 13） 

女性の感情価がぬいぐるみよりも猫に接触した課題で有意に高かった（p < 0.001）。男性

には有意差はなかった。 

 

 

 

 

 

Table 13 SAM スコア 中央値（四分位偏差） 

ab: p < 0.001 

性別 項目 ぬいぐるみ 猫 ぬいぐるみ 猫 ぬいぐるみ 猫

女性 感情価 6.0 (0.6) a 7.0 (0.1) b 6.0 (1.0) a 7.5 (0.5) b 5.0 (0.6) a 8.0 (1.0) b

覚醒 3.5 (0.5) 3.5 (1.1) 4.0 (1.1) 4.0 (1.0) 4.0 (1.0) 3.0 (1.0)

支配性 5.0 (0.5) 4.0 (1.0) 5.0 (0.5) 4.0 (0.6) 4.0 (0.5) 4.0 (1.0)

男性 感情価 5.0 (0.0) 7.0 (1.3) 5.0 (0.0) 7.0 (0.5) 5.0 (0.3) 7.0 (0.5)

覚醒 4.0 (1.3) 2.0 (0.8) 3.0 (0.8) 3.0 (2.0) 5.0 (0.5) 4.0 (1.7)

支配性 5.0 (0.5) 3.5 (0.8) 5.0 (1.0) 4.0 (1.2) 4.0 (1.0) 4.5 (1.0)

手を置く 一定の速さでなでる 自由になでる

Fig. 21 男女別加算平均した活性価値のトポグラフィー 

    右下前頭回：CH1と 3 左下前頭回：CH15と 16 

女性 男性 
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なでた回数（Fig. 22） 

 女性は一定になでた時よりも自由になでた時が多く、猫を自由になでた時が最も多かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

各指標との相関関係（Fig. 23 ~ 27） 

女性において、なでた回数と左下前頭回の活性化値（rs = 0.30, p < 0.01）、なでた回数と感

情価（rs = 0.22, p < 0.05）にそれぞれ正の相関関係があった。また、左下前頭回の活性化値

は RMSSD と正の相関があった（r = 0.21, p < 0.05）。右下前頭回の活性化値は SDNN と負の

相関（r = -0.19, p < 0.05）、RMSSD と正の相関があった（r = 0.28, p < 0.01）。 

性格特性との関連では、女性において、猫を自由になでる課題で神経症傾向スコアと左

下前頭回の活性化値に正の相関があり（rs = 0.47, p < 0.05）、男性ではぬいぐるみを自由にな

でる課題で神経症傾向スコアと左下前頭回の活性化値に負の相関があった（rs = 0.70, p < 

0.05）。 

Fig. 22 女性がぬいぐるみと猫をなでた回数 

    ab, bc, cd, da: p < 0.05 
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rs = 0.30（p < 0.01） 

rs = 0.23 

rs =- 0.22 

Fig. 24 男女別なでた回数と感情価の相関関係 

Fig. 23 男女別なでた回数と左下前頭回の活性価値との相関関係 

男性 女性 

rs = 0.22（p < 0.05） 

男性 女性 
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Fig. 25 女性の下前頭回と RMSSDの相関関係 
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rs = 0.47（p < 0.05） 

rs = -0.16 

男性 女性 

Fig. 27 ぬいぐるみを自由になでた時の男女別神経症傾向スコアと左下前頭回活性化値との相関 

rs = 0.06 

rs = 0.70（p < 0.05） 

男性 女性 

Fig. 26 猫を自由になでた時の男女別神経症傾向スコアと左下前頭回活性化値との相関 
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第 4 節 考察 

右下前頭回の活性 

女性ではぬいぐるみよりも猫の接触課題で有意に高かった。下前頭回は顔の表情やジェ

スチャーなどの非言語サインを提示されたときに活性化することが知られており、またメ

タ分析により左下前頭回よりも右下前頭回における活性が多く報告されている（Grosbras et 

al., 2012）。このことから、右下前頭回の活性は、生きものである猫に触れた際に反応した

猫の動きや表情によるものであることが考えられた。また、猫の動きは非言語サインとな

り、女性は猫への接触時に猫の状態をくみ取っていることも推測された。言葉を発さない

猫とのコミュニケーションにおいて、猫の表情や行動といった非言語サインを読み、猫の

状態を認知、把握することは必要不可欠である。今後、猫のポジティブおよびネガティブ

な反応などの反応の違いにより生じる、下前頭回を含んだ非言語サインに関わる領域の変

化を評価する実験等を行うことで、猫との非言語コミュニケーションについての詳細な情

報を得られるだろう。 

女性の感情価においてもぬいぐるみよりも猫に接触した時に高くなった。これはぬいぐ

るみよりも猫の方が快情動を誘発することを意味する。右下前頭回は感情を表情に表した

時に活性し、この活性は男性よりも女性で高いことが示されている（Kring and Gordon, 1998; 

Orozco and Ehlers, 1998）。右下前頭回の活性化値は感情価との相関関係はなかったが、快情

動の表出が関わっている可能性も考えられる。 
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左下前頭回の活性となでた回数 

 女性のなでた回数は左下前頭回の活性化値と正の相関関係があった。なでた回数は猫を

自由になでた時が最も多かった。右利きの人は右手の動きは左半球が司っている（Cantalupo 

et al., 2001）ため、なでる回数が多いほど左下前頭回が活性することが考えられる。 

一方で、左下前頭回の活性化値が高いほどなでる回数が多くなることも考えられる。下

前頭回は運動と関連のある運動前野に連絡しており（Binkofski and Buccino, 2004）、猫を認

知すると下前頭回が活性して運動前野に情報が伝わり、なでる回数が特に自由になでる時

で多くなることが推測できる。女性の左下前頭回の活性はなでることによる手の動きに関

係しており、猫を自由になでる時が最も活性することが推測された。 

  

感情価となでた回数 

 感情価はなでた回数と正の相関関係があり、なでた回数が多いほど快情動が高いことと、

快情動が高いほどなでる回数が多くなることの両方が考えられる。快情動となでることの

どちらが先かは明らかではないが、情動となでることは関係があることが示された。 

 

下前頭回と自律神経系 

女性において、右下前頭回の活性化値は SDNN と負の相関、RMSSD と正の相関、左下前

頭回の活性化値は RMSSD と正の相関関係があった。このことから、下前頭回は自律神経活
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性と関連していることが示唆された。さらに、右下前頭回はぬいぐるみよりも猫の接触課

題で有意に高く、SDNNおよび RMSSD と相関があったことから、猫への接触は、女性にと

って交感神経活性の抑制とリラックスをもたらすものであったことが示唆された。また、

左下前頭回の活性はなでた回数と関連があり、左下前頭回の活性化値は RMSSD と正の相関

関係があった。このことから、猫をなでることは快情動の誘発とともにリラックスを伴う

ことが示された。 

今回、猫の行動反応を評価しておらずリラックスにつながった猫の反応が明らかとなっ

ていないため、今後どのような猫の反応（猫の友好的な反応、否定的な反応など）が人の

リラックスにつながるかを明らかにする必要がある。これにより、猫をなでることにおい

て人がリラックスとなる詳細な情報が得られ、生理学的に安心できる関わり方を提供でき

るはずである。 

 

性格特性と下前頭回の活性 

 猫を自由になでる課題において、神経症傾向スコアが高い女性ほど左下前頭回の活性

が高かった。この関係は、猫と接触した他の 2課題（TC：背中に手を置く、SC：一定の速

さでなでる）ではみられなかった。神経症傾向は緊張、不安、抑うつなどのネガティブな

感情と正の関係があり、活性している脳領域を視覚化できる fMRIにより神経症傾向に関わ

る脳内神経ネットワークを明らかにするための研究が行われている。この神経ネットワー
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クに左下前頭回が含まれており（Servaas et al., 2013）、神経症傾向スコアと猫を自由になで

たときの左下前頭回の活性の相関は、このネットワークに関与していると考えられる。う

つ症状を猫の飼い主と非飼い主を比較した研究では、猫の飼い主の方がスコアが低かった

ため（Rieger and Turner, 1999）、猫との関わりが精神面に良い影響を与えることは明らかで

ある。しかし、なぜ猫を自由になでたときの左下前頭回の活性が神経症傾向と相関関係が

あったかは明らかではない。可能性としては、なでる回数と左下前頭回の活性化値には正

の相関があるため、神経症傾向の高い人は猫をより多くなでたことが考えられる。fMRI を

用いた脳内神経ネットワークの評価実験により、人のうつ症状にあたえる猫の介入による

影響を明らかにできるであろう。 

一方、男性は神経症傾向スコアとぬいぐるみを自由になでたときの左下前頭回の活性化

値に負の相関があった。下前頭回は表情やジェスチャーを見たときに活性するため

（Grosbras et al., 2012）、神経症傾向の高い男性は、反応のないぬいぐるみをなでることは

左下前頭回の活性を引き起こしにくいことが考えられた。 

 

猫をなでることが人に与える影響 

 猫は頭部と尾部周辺をなでられることが好むといわれており（McGreevy et al., 2015）、好

みの場所をなでられるとき猫はポジティブな反応を示すことが推測できる。例えば、あご

下をなでると首を伸ばし目を細めるなどである。本実験において自由になでる課題では対
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象者が頭部をなでることが認められ、一定の速さでなでるときは背中のみであった。なで

る箇所の違いが猫の反応の違いを生み、それがなでる回数に影響した可能性がある。猫が

目を細めるなどのポジティブな反応が見られたが、その状態を人が見ている時と見ていな

いときがあり、見ているかがわからないこともあったため、猫の反応が人のなでる回数に

影響を与えるかどうかを客観的に評価できなかった。今後、アイトラッキングのような手

法や猫の友好的な反応と回避反応を示す動画を用いて客観的な評価を行うことで、猫をな

でることが人に与える影響を詳細に明らかにできると考える。なでる回数は自由になでた

時に最も多く、有意ではないが自由になでた時に右下前頭回が最も活性していた。自由に

なでるとき対象者は、猫の背中だけでなく頭やあご下をなでることもあった。猫同士のグ

ルーミングであるアログルーミングは、自分が舐められない部分である頭を主に舐める。

猫の頭部をなでることは猫の友好的な反応を引き出し、それが右下前頭回の活性に寄与し

ていることが考えられる。 

 IgAを指標とした免疫系改善への影響を検証するため、犬と犬のぬいぐるみをなでること

を比較した研究では、犬への好意と IgA の値に正の相関があり犬との飼育経験が影響して

いると考察されている（Charnetski and Riggers, 2004）。今後は飼育経験を考慮に入れ猫以外

の他の動物と比較する必要がある。 
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活性化値の性差 

 統計的な差はなかったがぬいぐるみの課題、特にぬいぐるみをなでる課題で男性の活性

化値が高くなった。下前頭回は運動の実行に関与する運動前野に連絡しおり（Binkofski and 

Buccino, 2004）、男性はなでることに集中したためなでる課題で活性化値が高くなった可能

性がある。本実験では猫のコントロールとしてぬいぐるみを使用したが、男性はぬいぐる

みに触れる機会が少なく、ぬいぐるみをなでることに違和感を覚え活性が高くなった可能

性もある。コントロールとして硬い物を使用した実験デザインによる再検討が必要である。

また、女性の人数が男性の 2 倍であり、男性の人数が少なかったことが有意差の有無に影

響している可能性がある。性差に関しては人数をそろえ再検討が必要である。 
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第 5 節 結論 

 人の脳において、ぬいぐるみと比較し猫への接触は下前頭回を活性させ、この活性には

性差があった。女性において、猫に接触した際の猫の反応は自律神経活性と関係があり、

多く猫をなでることは快情動の高さと関係があった。猫への接触と猫をなでることはリラ

ックスと快情動を伴うことが示された。 
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第 4 章 総合考察 

 

アンケート調査により、人からの積極的な関わり方、猫からの積極的な関わり方が人と

猫の間で日常的に行われていることが明らかとなった。人の猫への愛着に関与した関わり

方は猫をなでること、猫の要求を受け入れること、猫が人のそばにいること、猫とコマン

ドによる交流をすることであった。また交流時間も猫への愛着に関与していた。その中で

猫をなでることは日常的に多く行われており、人の猫への愛着に強く関与していた。そこ

で猫をなでることが人と猫にどのような作用をもたらすかを明らかにするため実験を行っ

た。その結果、猫は人になでられるとリラックスを伴い、人は猫をなでると快感情とリラ

ックスを伴うことが示され相互に作用することが明らかとなった。 

適切な社会化や人との良い経験、身体的接触は人と動物の絆形成に寄与することがいわ

れている（Fentress, 1992）。2 章の実験の供試猫は人になでられることに慣れており、なで

られることにおける社会化が行われていた。さらに、猫のリラックス状態と人になでられ

る時間は正の関係があった。これより猫がリラックスしている時になでることは直接的な

関わりを長くすることにつながる可能性や、なでる時間が長いほど猫はリラックスするこ

とが考えられた。交流方法は猫が自身のペースで人に近づくことができ、これが猫のリラ

ックスにつながったことが推測できた。このことから、なでられることに慣れていない猫

との比較は行なっていないが、なでられることに慣れている猫がリラックスできる状況で

人になでられることは、猫にとって人との良い経験となる可能性が示された。また、人は
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猫をなでることは快感情とリラックスを伴うことが示された。愛着に関与するホルモンで

あるオキシトシンは、身体的接触により分泌されること（Matthiesen et al., 2001; Grewen et al., 

2005; Morhenn et al., 2008）や人へのリラックス作用が示されている（Carter,2003; Miller et al., 

2009; Ishak et al., 2011）。人においても猫をなでることは猫との良い経験となり、身体的接触

により愛着が強化されることが考えられた。 

「猫の要求を受け入れる」は「猫をなでる」の次に猫への愛着に関与していた。また、「人

が猫の要求を受け入れる」と「猫が人の要求を受け入れる」は正の相関があり、先行研究

と一致した（Turner, 1991）。猫の要求を「人になでられること」と考えたとき、人になでら

れることにより猫は要求が満たされリラックスを伴い、同時に人は快感情とリラックスを

伴う。これは両者にとって良い経験となる。さらに人が猫をなでたい時に猫が人になでら

れることを受け入れ、身体的な接触と交流時間の増加により愛着が強化されることが考え

られる。 

猫が人のそばにいることも人の猫への愛着に関与していた。2章の実験で人が猫をなでて

いる時、猫は人のそばにいた。日常的にも猫が人のそばにいる時に猫をなでることが行わ

れている可能性が考えられる。猫が人のそばにいる時に人が猫をなでることは、猫が人の

そばにいることと愛着への関与を裏付ける要因となりうる。 

交流時間は愛着に関与し、交流時間が長いことはより快感情を得られることが示された。

このことから、交流の量が増加することでポジティブな影響が得られ、これが愛着につな
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がること、または愛着があることにより交流の量が増加しポジティブな影響が得られるこ

とが考えられた。 

以上のことから、リラックスや快感情が伴う猫をなでる関わり方を繰り返すことは、人

と猫の間に情緒的な結びつきを生む可能性が示された。男性への影響は検討の余地がある

が、日常的に猫をなでることは人と猫の友好的な関係構築に有用であると考察した。 

 

 

本論文の一部は以下に公表した 

Kobayashi, A., Yamaguchi, Y., Ohtani, N., Ohta, M. The effects of touching and stroking a cat 

on the inferior frontal gyrus in people. Anthrozoös, 30(3):473-486, 2017 
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